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13033014
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Biological Sciences
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Research Abstract

能登半島九⼗九湾の⽔深25m付近に⽣息する無脊椎動物Oligobrachia mashikoiは⼝も消化管も無く、共⽣する細菌が化学合成する有機物を利⽤してエネルギーを獲得する有鬚動物であ
る。宿主のヘモグロビンは細胞外に存在し、分⼦量が約45万と巨⼤であり、酸素だけでなく共⽣細菌に硫化⽔素を運搬するという特徴ある機能を有している。本研究では巨⼤ヘモグロビ
ン複合体の結晶化と⽴体構造の解明により超分⼦複合体形成の⽣物学的意義を解明することを⽬的に、本タンパク質の結晶化とX線結晶構造解析を試みた。その結果、(1)Oligobrachia
mashikoi巨⼤ヘモグロビンの結晶を得るために様々な条件でハンギングドロップ法を⽤いて結晶化に取り組み、前年度より⼤きな結晶を得ることに成功した。(2)京都⼤学理学部三⽊邦夫
教授との共同研究により、同結晶をガラスキャピラリに封⼊し、室温でのX線回折実験を⾏った。その結果、最⼤で4Å前後の回折像が観測された。しかしながら、室温での測定でもあり
X線による損傷のため、フルデータを収集するには⾄らなかった。⼀⽅、⿅児島湾に⽣息する有髭動物Lamellibrachia satsumaはOligobrachia mashikoiと異なり、分⼦量45万と400万
の2種類のヘモグロビンを持つ。本研究では、両ヘモグロビンの結晶化を試みたが、分⼦量45万ヘモグロビンの結晶は得られなかった。⼀⽅、分⼦量400万のヘモグロビンに関しては良好
な結晶が得られた。しかしながら、この結晶は温度感受性が⾼く、また、分⼦量400万としては、その⼤きさが微⼩な為に未だにX線回折像は得られていない。
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